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「この夏！びわ活！ガイドブック」（電子書籍）を発行！ 

「教えてびわ湖博士！ラジオで！『びわ活！』」を放送！ 

 

県では「びわ湖の日」（7 月 1日）から「山の日」（８月 10 日）までを「びわ活

期間」※と位置づけています。このたび、琵琶湖に関する様々な情報を掲載した「こ

の夏！びわ活！ガイドブック 2020」（電子書籍）を作成し、県ホームページ

で公開します。また、ガイドブックと連動して「教えてびわ湖博士！ラジオで！

『びわ活！』」を放送します。 

 

１．「この夏！びわ活！ガイドブック 2020」（電子書籍） 

○ 仕様 

・ページ：32 ページ、カラー 

・対 象：県内小学校の児童とその家族を中心とした、 

幅広い世代を対象 

○ 構成および特徴 

・ミッション（クイズ）やクロスワードを通して琵琶湖の価値

や「びわ湖の日」について学ぶことができます。（P.4～13） 

・「自然の中の宝ものさがし」では、自然の中で見つけたモノ

や風景の写真や自然素材を使った手作りの作品を募集しま

す。（P16～17） 

・「びわ活！すごろく」で、友達や家族と一緒に楽しみながら、いろいろなびわ活を

知ることができます。（p18～19） 

・日常生活での行動につなげていただくため、県産食材のレシピ、寄付付き商品を紹

介します。（P.24～31） 

〇 県ホームページ掲載日 ６月 26日～ 

 

・県ホームページ「この夏！びわ活！ガイドブック 2020」 

 URL：https://www.pref.shiga.lg.jp/biwakatsu/about/312450.html 

https://www.pref.shiga.lg.jp/biwakatsu/about/312450.html


２．「教えてびわ湖博士！ラジオで！『びわ活！』」 

○ 放送内容 

出演者は琵琶湖博物館の職員です。 

 

○ 放送局 エフエム滋賀（e-radio） 

〇 放送時間 すべて 18 時から 18 時 05 分（番組「キャッチ！」の中で放送しま

す。） 

〇 ガイドブックに掲載している「ミッション」を、より深く、広く展開していきま

す。ぜひガイドブックを見ながらお聞きください。 

 

※「びわ活」とは、びわ湖の日（7/1）から山の日（8/10）までを重点期間とした、琵琶湖を守る、琵琶

湖と暮らす、琵琶湖と親しむ、といった琵琶湖と関わる様々な取組や活動をいいます。 

 

放送日 テーマ 出演者 

7/9（木） びわ湖の誕生と生い立ち 里口保文 

7/16（木） びわ湖にしかいない魚～固有種～ 田畑諒一 

7/23（木） びわ湖のめぐみと沖島のくらし 渡部圭一 

7/30（木） 湖岸のヨシ原のはたらき 芦谷美奈子 

8/6（木） 水を育む森の姿 山本綾美 

8/13（木） びわ湖の利用の歴史 島本多敬 

8/20（木） 魚が卵を産みにくる田んぼ 金尾滋史 

8/27（木） 私たちとびわ湖～いまと未来～ 中井克樹 



新型コロナウイルスにつきあいながら、身近な自然や暮らしの中で、
自分にあった琵琶湖との関わりを見つけていただくため、今できる「びわ活」を呼びかけます。

びわ活ガイドブック【電子書籍】
（遊びながら学ぶ工夫）

・森、川、里、湖のつながりを学んでいただく、

小学生を主なターゲットとした親子向け

情報誌を「電子書籍」として発行

・すごろくやクロスワードパズルなど、自宅で

遊びながら学べる概要版を11万部配布

（6月26日～）

○具体的な事業展開

○びわ湖を美しくする運動（野外）
・感染防止対策を取りながら、
概ね6月21日～7月5日に美化活動を実施

○びわこルールキッズ2020（野外）
・外来魚の釣り上げを通して、リリース禁止の周知・定着
を図り、琵琶湖の豊かな生態系を保全する。

（県内小中学生を対象に7月1日から10月31日まで募集）

１）琵琶湖をきれいにしよう ２）豊かな琵琶湖を取り戻そう

３）琵琶湖にもっと関わろう ＜令和２年度の特徴 コロナに負けない ＞

学 ぶ
食べる

遊 ぶ

びわ湖の日連続講座
【動画配信】

・立命館大学との連携講座では、

琵琶湖と暮らしのつながりについて

「滋賀の食」や 「地球温暖化防止」の

視点から、各講師がご説明します。

（予定２回）

・動画配信しますので、いつでも

ご視聴可能です。

自然の中の宝ものさがし
（募集企画）

・身近な自然の中で遊んだり、湖や山

で楽しんだりしながら見つけたモノや

風景等の写真、自然素材を使った手

作り作品を募集中 （9/30まで）

包括連携事業者との協働

【びわ湖の日記念商品】

・県産牛乳入りクリーム使用の牛乳パンの

発売 （6月30日～4週間程度

近畿2府4県のローソン）

・「滋賀めし」コンテスト入賞作品の商品

化

（6月27日～7月1日 平和堂）

民間団体との
新たな連携

・「びわ湖の日」パネル展示

（近鉄百貨店草津店）

・滋賀の魅力にふれてみよう！県産商品拡

大展開 (イノブン草津エイスクエア店）

琵琶湖の価値発見
パネル展示

・びわ湖の日の意義や琵琶湖の価値を

知っていただくためのパネル展示

日時：6月28日～7月5日

場所：アル・プラザ水口

新

令和２年度「びわ湖の日」の取組概要

（参考）7/1より全国でレジ袋が有料に

新

新 新

教えてびわ湖博士！
ラジオで！「びわ活」！

・琵琶湖博物館学芸職員が、エフエム

滋賀の番組に出演。琵琶湖の生き物や

湖とつながる人々の暮らしなど、全８回

でお届け （ガイドブック連動企画）

新

７月１日
「びわ湖の日」

令和 2年（ 2 0 2 0年） 6月 2 3日
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コロナに負けない！「びわ湖の日」の新たな取組！

～ 学んで、遊んで、見つけて、食べて、 自分にあった琵琶湖との関わり ～

見つける

守 る
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1

令和２年度「びわ湖の日」の取組概要について

「びわ湖の日」の新たな取組

～ 学んで、遊んで、見つけて、食べて、

自分にあった琵琶湖との関わり ～

【電子書籍】
● 電子書籍にて県ＨＰで公開（6/26～）
● 全32頁（森川里湖にまつわるクイズや環境保全の取組、

寄付付き商品やレシピなど幅広く紹介）

【概要版】
● ガイドブックへ誘導するための概要版を作成
● 発行部数：11万部（県内の全小学生に配布）
● 配布時期：6月26日～

琵琶湖を知るための
１４のミッション（クイズ）

家族や友達と学びながら
楽しめるすごろく

学 ぶ
１ この夏！びわ活！ガイドブック

【電子書籍】の発行

楽しく学べる
工夫
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● 琵琶湖博物館学芸職員が、e-radio「キャッチ！」に出演
● 放送期間・回数：７～８月 全８回
● 放送時間：18時から18時05分（５分間）
● 内容：ガイドブックと連動して琵琶湖にすむ生き物や、

湖とつながる人々の暮らしなどを紹介

学 ぶ

びわ湖の日連続講座【動画配信】

１ 教えてびわ湖博士！

ラジオで！「びわ活」！

● 琵琶湖と暮らしのつながりにまつわる講座を県HP等で動画配信
● 動画公開時期：７～９月 ２回（予定）
● 内容：・滋賀の食について（立命館大学海老教授）

・地球温暖化防止について

※立命館大学との
連携講座

（滋賀県地球温暖化防止活動推進センター来田氏）

遊 ぶ
２

● 身近な自然の中で遊んだり、湖や山で楽しんだりしながら
見つけたモノや風景等の写真、自然素材を使った手作りの
作品を募集中！（９月30日まで）

自然の中の宝ものさがし
（募集企画）
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見つける
３

【イノブン草津エイスクエア店】
● ヨシを使った文房具など、県産商品の拡大展開

●「びわ湖の日」の意義や、琵琶湖の価値を知っていただくため
のパネル展示

● 日時・場所：6月28日～7月5日 アル・プラザ水口
● 内容：琵琶湖の価値の紹介のほか、「子ども応援プロジェクト」の

「春への思い／滋賀の食への思い」応募作品写真展示や
児童・生徒による環境学習（エコ・スクール）活動紹介等

民間団体との新たな連携

【近鉄百貨店草津店】
● 森、川、里、湖に関連したパネル展示

琵琶湖の価値発見パネル展示

食べる

【平和堂】
●「滋賀めし」メニューコンテスト入賞作品の商品化・発売
「滋賀県産玉ねぎを使った近江牛入りミートパイ」
（6月2７日～7月１日 滋賀県の店舗）

４

【ローソン】
●県産牛乳入りクリーム使用の牛乳パンの発売
（6月30日～４週間程度 近畿2府4県の各ローソン店舗）

詳細はこの後発表があります

びわ湖の日記念商品の発売
（包括連携事業者との協働）






